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協
同
組
合
原
則
に
反
す
る
農
協

　

本
来
の
協
同
組
合
は
、
利
用
者
で
あ
る

組
合
員
が
自
主
的
に
作
る
組
織
で
あ
る
。

農
家
の
よ
う
な
小
さ
な
事
業
者
も
、
協
同

組
合
を
作
る
こ
と
で
、
市
場
で
の
交
渉
力

を
高
め
、
資
材
を
安
く
購
入
し
た
り
、
製

品
を
高
く
販
売
で
き
る
。

　

そ
の
原
則
は
、「
利
用
者
が
所
有
し
、

管
理
し
、
利
益
を
受
け
る
」
と
い
う
簡
単

な
も
の
で
あ
る
。
株
式
会
社
の
場
合
は
、

株
主
で
は
な
い
不
特
定
多
数
の
人
に
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
販
売
し
、
そ
の
利
益
の
配

分
を
株
主
が
受
け
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

協
同
組
合
で
は
、
組
合
の
所
有
者
が
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る
利
用
者
で
あ
る
。

組
織
の
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
決
定
す
る

の
も
、
利
用
者
で
あ
る
。

　

農
協
と
は
農
業
者
の
職
能
組
合
で
あ
る
。

そ
れ
な
の
に
、
正
組
合
員
で
あ
る
農
家
以

外
に
、
地
域
の
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
組
合

員
に
な
れ
る
准
組
合
員
制
度
が
あ
る
。
准

組
合
員
は
、
組
合
を
利
用
は
で
き
る
が
、

意
思
決
定
に
は
関
与
で
き
な
い
。
准
組
合

員
は
利
用
者
が
管
理
す
る
と
い
う
協
同
組

合
原
則
に
反
し
て
い
る
。

　

そ
の
う
え
、
生
協
に
は
否
定
さ
れ
て
い

る
組
合
員
以
外
の
利
用
（
員
外
利
用
）
が
、

農
協
に
は
20
～
25
％
ま
で
認
め
ら
れ
て
い

る
。
ム
ラ
で
は
な
く
「
マ
チ
の
み
ん
な
」

の
J
A
バ
ン
ク
は
、
国
民
的
な
テ
レ
ビ
番

組
の
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
て
、
組
合
員
だ

け
で
は
な
く
、
不
特
定
多
数
の
国
民
一
般

に
広
告
宣
伝
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
利
用
者
は
組
合
員
で
は
な
い
の
で
、

「
利
用
者
が
所
有
す
る
」
と
い
う
原
則
に

反
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
農
協
は
多
数
の
子
会
社
を
作

る
こ
と
で
、
農
協
法
の
員
外
利
用
の
規
制

逃
れ
を
行
い
、
不
特
定
多
数
の
人
に
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
販
売
し
て
き
た
。
全
国
農

業
共
同
組
合
連
合
会
（
全
農
）
の
株
式
会

社
化
と
い
う
改
革
案
に
対
し
て
、
農
協
は

す
で
に
多
数
の
子
会
社
を
作
っ
て
い
る
と

主
張
し
、
協
同
組
合
で
あ
る
こ
と
を
進
ん

で
否
定
す
る
よ
う
な
反
論
を
行
っ
て
い
る
。

農
協
改
革
事
始
め

タ
ブ
ー
が
60
年
ぶ
り
に
政
治
議
題
に

キ
ヤ
ノ
ン
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
研
究
所
研
究
主
幹

山
下
一
仁

日本再生への道㉖ 連 載

　
1
9
5
5
年
、
総
理
大
臣
の
座
を
狙
っ
て
い
た
大
物
政
治
家
、
河
野
一
郎
農
林
大
臣
が
農
協
か
ら
信
用
（
銀
行
）
事
業

を
分
離
し
よ
う
と
し
て
挫
折
し
て
以
来
、
タ
ブ
ー
だ
っ
た
農
協
改
革
が
60
年
ぶ
り
に
政
治
の
議
題
に
上
が
っ
た
。
当
初
、

規
制
改
革
会
議
が
ま
と
め
た
改
革
案
は
、
農
協
の
政
治
力
を
排
除
し
、
農
協
が
作
り
上
げ
た
農
業
の
高
コ
ス
ト
体
質
を
改

善
し
よ
う
と
す
る
、
本
格
的
な
提
案
だ
っ
た
。
戦
後
最
大
の
圧
力
団
体
で
あ
る
農
協
は
、
地
方
出
身
の
自
民
党
政
治
家
を

動
か
し
、
必
死
の
抵
抗
を
試
み
た
。
自
民
党
に
よ
っ
て
か
な
り
骨
抜
き
に
は
さ
れ
た
が
、
自
民
党
も
規
制
改
革
会
議
改
革

案
の
枠
組
み
や
項
目
自
体
は
拒
否
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
安
倍
政
権
に
よ
る
減
反
の
見
直
し
な
ど
は
、
効
果
が
期

待
で
き
な
い
も
の
だ
っ
た
が
、
農
業
の
構
造
改
革
を
拒
ん
で
き
た
農
協
を
、
将
来
抜
本
的
に
改
革
で
き
れ
ば
、
減
反
の
廃

止
も
実
現
で
き
る
だ
ろ
う
。
農
協
と
農
業
の
改
革
は
こ
れ
か
ら
だ
。

や
ま
し
た・か
ず
ひ
と　
東
大
法
卒
。

77
年
農
水
省
入
省
、ガ
ッ
ト
室
長
、農

村
振
興
局
次
長
な
ど
を
経
て
10
年
4

月
か
ら
現
職
。著
作
に「
日
本
の
農
業

を
破
壊
し
た
の
は
誰
か
」（
講
談
社
）、

「
農
協
解
体
」（
宝
島
社
）な
ど
。
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そ
れ
な
ら
、
全
農
は
簡
単
に
株
式
会
社
に

な
れ
そ
う
な
の
だ
が
、
そ
れ
は
嫌
だ
と
い

う
。

　

農
協
は
、
農
家
が
肥
料
な
ど
の
農
業
資

材
を
安
く
購
入
す
る
た
め
に
作
っ
た
組
織

な
の
に
、
農
協
組
織
と
し
て
は
農
家
に
高

く
売
っ
た
方
が
利
益
と
な
る
。
ど
れ
だ
け

の
価
格
で
仕
入
れ
て
い
る
の
か
、
他
の
販

売
ル
ー
ト
と
価
格
や
サ
ー
ビ
ス
は
ど
の
く

ら
い
違
う
の
か
な
ど
、
農
業
資
材
の
情
報

提
供
を
組
合
員
が
農
協
に
要
求
し
て
も
、

農
協
は
な
か
な
か
応
じ
よ
う
と
し
な
い
。

ま
た
、
農
家
が
農
協
を
通
じ
な
い
で
作
物

を
販
売
し
た
り
資
材
を
買
お
う
と
す
る
と
、

農
協
に
手
数
料
収
入
が
落
ち
な
い
の
で
、

農
家
に
融
資
を
し
な
い
と
か
、
施
設
を
利

用
さ
せ
な
い
と
か
と
い
う
圧
力
を
加
え
て

き
た
。

　

組
合
員
農
家
は
農
協
に
と
っ
て「
主
人
」

で
は
な
く
、
商
売
の
対
象
と
な
る
単
な
る

「
客
体
」
で
あ
る
。
組
合
員
は
指
輪
か
ら

葬
式
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
物
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
販
売
の
対
象
で
あ
る
。
こ
う
し
た
組
織

が
、「
利
用
者
（
組
合
員
）
が
利
益
を
受

け
る
」
と
い
う
原
則
に
合
致
し
て
い
る
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
農
協
は
、
協

同
組
合
原
則
を
満
た
し
て
い
な
い
組
織
な

の
だ
。

日
本
だ
け
の
特
殊
な
組
織

　

そ
も
そ
も
農
協
は
、
農
家
が
自
主
的
に

作
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
生
協
と
違
い
、

政
府
が
作
っ
た
官
製
の
組
織
で
あ
る
。

　

戦
前
、
農
業
に
は
「
農
会
」
と
「
産
業

組
合
」
と
い
う
二
つ
の
組
織
が
あ
っ
た
。

　
「
農
会
」
は
、
農
業
技
術
の
普
及
と
と

も
に
、
地
主
階
級
の
利
益
を
代
弁
す
る
た

め
の
政
治
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
農
会
の

政
治
活
動
の
最
た
る
も
の
は
、
米
価
引
き

上
げ
の
た
め
の
関
税
導
入
だ
っ
た
。
輸
入

を
抑
制
し
て
供
給
を
減
少
さ
せ
れ
ば
、
小

作
料
と
し
て
得
た
コ
メ
の
価
格
は
上
が
る
。

地
主
階
級
は
、
コ
メ
の
関
税
を
導
入
し
た

ほ
か
、
農
林
官
僚
に
よ
る
小
作
人
解
放
の

努
力
を
こ
と
ご
と
く
退
け
た
。

　

農
会
の
流
れ
は
、
現
在
の
農
協
の
営
農

指
導
・
政
治
活
動
（
J
A
全
中
＝
全
国
農

業
協
同
組
合
中
央
会
の
系
統
）
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。
強
力
な
政
治
力
、
高
米
価
や

高
関
税
へ
の
固
執
と
い
う
点
で
、
全
中
は

地
主
階
級
と
同
根
で
あ
る
。

　
「
産
業
組
合
」
は
、
組
合
員
の
た
め
に
、

肥
料
・
生
活
資
材
な
ど
の
購
入
、
農
産
物

の
販
売
・
融
資
な
ど
を
行
う
も
の
だ
っ
た
。

当
初
の
産
業
組
合
は
地
主
・
上
層
農
主
体

の
資
金
融
通
団
体
、
つ
ま
り
信
用
組
合
が

ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
し
か
し
、
農
産
物
価

格
の
暴
落
に
よ
っ
て
、
東
北
で
は
娘
を
身

売
り
す
る
農
家
も
出
た
昭
和
恐
慌
を
乗
り

切
る
た
め
に
、
農
林
省
に
よ
っ
て
、
産
業

組
合
は
全
町
村
に
設
置
さ
れ
、
全
農
家
を

加
入
さ
せ
、
農
業
・
農
村
の
全
て
の
事
業

を
行
う
組
織
に
拡
充
さ
れ
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
農
協
は
、

酪
農
や
青
果
な
ど
の
作
物
ご
と
、
生
産
資

材
購
入
や
農
産
物
販
売
な
ど
の
事
業
・
機

能
ご
と
に
、
自
発
的
に
設
立
さ
れ
た
専
門

農
協
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
産
業
組
合

を
引
き
継
い
だ
農
協
は
、
作
物
を
問
わ
ず
、

全
農
家
が
参
加
し
、
か
つ
農
業
か
ら
信

用
・
共
済
（
保
険
）
ま
で
多
様
な
事
業
を

行
う
「
総
合
農
協
」
と
な
っ
た
。

　

農
会
と
産
業
組
合
と
い
う
二
つ
の
組
織

が
戦
時
中
、
統
制
団
体
「
農
業
会
」
と
し

て
統
一
さ
れ
、
戦
後
、
農
協
が
そ
れ
を
引

き
継
い
だ
。
食
糧
難
の
時
代
、
農
家
は
高

い
値
段
が
付
く
ヤ
ミ
市
場
に
、
コ
メ
を
流

し
て
し
ま
う
。
そ
う
な
る
と
、
貧
し
い
人

に
も
コ
メ
が
届
く
よ
う
に
配
給
制
度
を
運

用
し
て
い
る
政
府
に
コ
メ
が
集
ま
ら
な
く

な
る
。
こ
の
た
め
、
政
府
は
農
業
会
を
農

協
に
衣
替
え
し
、
こ
の
組
織
を
活
用
し
て
、

農
家
か
ら
コ
メ
を
集
荷
さ
せ
、
政
府
へ
供

出
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
連
合
国
軍
総
司
令

部
（
G
H
Q
）
の
意
向
は
、
農
業
会
を
完

全
に
解
体
す
る
と
と
も
に
、
農
協
は
強
制

加
入
で
は
な
く
、
加
入
・
脱
退
が
自
由
な

農
民
の
自
主
的
組
織
と
す
べ
き
だ
と
い
う

も
の
だ
っ
た
が
、
農
協
は
農
業
会
の
単
な

る
「
看
板
の
塗
り
替
え
」
に
終
わ
っ
た
。

　

農
協
法
の
前
身
の
産
業
組
合
法
は
当
初
、

信
用
事
業
を
兼
務
す
る
組
合
を
認
め
な
か

っ
た
。
農
協
法
を
作
る
際
も
、
G
H
Q
が

意
図
し
た
の
は
、
欧
米
型
の
専
門
農
協
だ

っ
た
し
、
信
用
事
業
を
農
協
に
兼
務
さ
せ

る
と
、
信
用
事
業
の
独
立
性
や
健
全
性
が

損
な
わ
れ
る
ば
か
り
か
、
農
協
が
独
占
的

な
事
業
体
に
な
る
と
し
て
、
G
H
Q
は
反

対
し
て
い
た
。
G
H
Q
が
危
惧
し
て
い
た

通
り
、
信
用
事
業
を
持
つ
農
協
は
独
占
的

な
事
業
体
と
し
て
発
展
し
た
だ
け
で
は
な

く
、
農
協
の
活
動
に
協
力
的
で
な
い
農
家

に
対
し
て
、
融
資
を
行
わ
な
い
な
ど
の
行

動
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

地
主
制
に
代
わ
り
、
戦
後
の
農
業
・
農

村
を
支
配
し
た
の
は
、
農
協
制
で
あ
る
。

農
地
改
革
で
農
地
の
所
有
権
を
与
え
ら
れ

た
農
家
、
農
村
は
保
守
化
し
た
。
こ
れ
を

組
織
し
た
の
が
農
協
だ
っ
た
。
農
協
制
も
、

地
主
制
と
同
様
、
保
守
政
党
を
支
え
、
強

力
な
政
治
力
を
発
揮
し
な
が
ら
、
農
業
・

農
村
に
君
臨
し
た
。

　

農
協
が
推
進
し
た
高
米
価
政
策
で
、
コ

ス
ト
の
高
い
零
細
規
模
の
兼
業
農
家
が
多

数
滞
留
。
主
業
農
家
の
規
模
拡
大
は
阻
害
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さ
れ
、
コ
メ
農
業
は
衰
退
し
た
。
減
反
で

食
料
安
全
保
障
や
多
面
的
機
能
に
不
可
欠

な
農
地
資
源
は
大
幅
に
減
少
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
多
数
の
兼
業
農
家
の
農
外

所
得
、
農
地
の
宅
地
な
ど
へ
の
転
用
に
よ

る
巨
額
な
収
入
が
、
信
用
事
業
を
兼
務
す

る
農
協
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
る
こ
と
で
、

農
協
は
我
が
国
第
二
位
の
メ
ガ
バ
ン
ク
に

発
展
し
た
。
准
組
合
員
は
年
々
増
加
し
、

農
協
は
、
農
家
で
は
な
い
准
組
合
員
の
方

が
多
い
、「
農
業
」
の
協
同
組
合
と
な
っ
た
。

兼
業
農
家
か
ら
集
ま
っ
た
資
金
は
、
農
業

よ
り
も
准
組
合
員
に
住
宅
・
車
・
教
育
ロ

ー
ン
と
し
て
貸
し
出
さ
れ
た
。

　

米
価
を
上
げ
る
こ
と
で
、
農
協
が
持
つ

全
て
の
歯
車
が
う
ま
く
回
転
し
た
。
農
業

を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
作
ら
れ
た
組
織
が
、

そ
れ
を
妨
害
し
、
脱
農
化
す
る
こ
と
で
発

展
す
る
と
い
う
皮
肉
な
結
果
が
生
じ
た
。

安
倍
政
権
の
挑
戦

　

し
か
も
、
農
業
だ
け
で
な
く
、
農
協
は

医
師
会
な
ど
も
巻
き
込
み
、
環
太
平
洋
連

携
協
定
（
T
P
P
）
交
渉
に
対
す
る
一
大

反
対
運
動
を
展
開
し
、
日
本
経
済
全
体
の

進
路
さ
え
も
左
右
す
る
よ
う
な
政
治
力
を

発
揮
し
て
い
る
。
T
P
P
交
渉
参
加
後
も
、

多
く
の
農
産
物
に
つ
い
て
、
関
税
撤
廃
の

例
外
と
す
る
よ
う
政
府
・
与
党
に
迫
り
、

交
渉
の
進
展
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
て
い
る
。

T
P
P
に
よ
っ
て
関
税
が
撤
廃
さ
れ
て
米

価
が
下
が
り
、
非
効
率
な
兼
業
農
家
が
退

出
し
、
主
業
農
家
主
体
の
農
業
が
実
現
す

る
こ
と
は
、
農
協
に
と
っ
て
組
織
基
盤
を

揺
る
が
す
一
大
事
だ
か
ら
だ
。

　

し
か
し
、
日
本
の
農
業
団
体
が
、
こ
の

よ
う
な
力
を
通
商
交
渉
で
発
揮
で
き
る
の

も
、
日
本
の
経
済
力
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。

日
本
が
小
国
な
ら
、
日
本
の
農
業
団
体
の

要
求
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
は
歯
牙
に
も
掛
け

な
い
。
農
協
は
日
本
の
産
業
力
に
寄
生
し

て
い
る
。
寄
生
植
物
が
、
宿
主
で
あ
る
産

業
が
発
展
す
る
た
め
に
必
要
な
、
T
P
P

交
渉
を
妨
害
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
寄
生

植
物
が
栄
養
分
を
取
り
過
ぎ
、
宿
主
の
体

力
が
弱
ま
れ
ば
、
寄
生
植
物
も
生
き
て
は

い
け
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
気
が
つ
か

な
い
農
協
は
、
T
P
P
反
対
運
動
を
や
り

過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

　

内
外
の
機
関
投
資
家
か
ら
、
農
業
改
革

や
T
P
P
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス「
第
3
の
矢
」

の
試
金
石
だ
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。

安
倍
政
権
が
こ
れ
ら
を
妨
害
す
る
農
協
の

力
を
削そ

ご
う
と
し
た
こ
と
は
、
想
像
に
難

く
な
い
。
組
織
の
解
体
に
つ
な
が
る
農
協

改
革
を
突
き
つ
け
れ
ば
、
農
協
は
T
P
P

に
反
対
で
き
な
い
。
今
回
の
規
制
改
革
会

議
の
提
案
で
も
、
株
式
会
社
の
農
業
参
入

に
つ
い
て
の
規
制
緩
和
は
、
意
外
な
ほ
ど

農
協
の
抵
抗
な
く
実
現
さ
れ
た
。

　

農
協
の
集
票
力
は
落
ち
て
い
る
。
80
年

に
農
業
出
身
の
候
補
者
は
参
議
院
全
国
区

で
2
3
0
万
票
を
獲
得
し
て
い
た
が
、
今

で
は
34
万
票
に
減
少
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

小
選
挙
区
制
で
2
人
の
候
補
者
が
競
り
合

っ
て
い
る
時
に
、
例
え
3
％
で
も
組
織
さ

れ
た
票
が
相
手
方
陣
営
に
行
く
と
6
％
の

差
が
つ
い
て
し
ま
う
。
農
協
に
当
選
さ
せ

る
力
は
な
い
が
、
落
選
さ
せ
る
力
は
ま
だ

あ
る
。
こ
れ
に
候
補
者
は
お
び
え
る
。

　

し
か
し
、
民
主
党
の
現
状
を
み
る
と
、

自
民
党
は
農
協
票
を
当
て
に
す
る
必
要
は

な
い
。
い
っ
そ
、
こ
の
組
織
を
解
体
し
、

票
を
組
織
で
き
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
、
相

手
方
陣
営
に
票
が
行
く
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
心
配
を
し
な
く
て
よ
い
。
長
年
タ
ブ

ー
と
さ
れ
た
農
協
改
革
が
政
治
の
テ
ー
マ

と
な
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
事
情
が
背
景

に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
微
動
だ
に
し
な
い
と

思
わ
れ
た
地
主
制
も
、
小
作
争
議
や
革
新

的
な
農
政
官
僚
の
挑
戦
に
よ
っ
て
、
次
第

に
動
揺
し
、
農
地
改
革
に
よ
っ
て
完
全
に

解
体
・
消
滅
し
た
。
寄
生
化
し
た
農
協
制

も
、
同
様
で
あ
る
。
農
協
改
革
の
機
は
熟

し
た
。

農
協
の
概
要
と
特
徴

　

我
が
国
の
農
協
組
織
の
概
略
を
説
明
し

よ
う
。
図
の
「
総
合
農
協
」
と
は
、
基
本

的
に
は
市
町
村
レ
ベ
ル
の
農
協
で
、「
単

協
」
と
呼
ば
れ
る
。
単
協
は
、
農
家
へ
の

肥
料
、
農
薬
な
ど
の
農
業
資
材
の
販
売
、

農
産
物
の
加
工
・
販
売
、
ガ
ソ
リ
ン
、
生

活
物
資
の
供
給
（
こ
れ
ら
は
「
経
済
事
業
」

と
呼
ば
れ
る
）、
信
用
、
共
済
な
ど
農
協

が
行
え
る
全
て
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
都
道
府
県
段
階
以
上
の

農
協
連
合
会
は
、
経
済
事
業
、
信
用
、
共

済
な
ど
の
機
能
ご
と
に
組
織
さ
れ
て
い
る
。

　

都
道
府
県
の
中
央
会
、
全
中
は
、
J
A

グ
ル
ー
プ
の
指
導
機
関
と
さ
れ
て
い
る
が
、

政
治
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
経
済

組
　

合
　

員

経 済 連
総合農協

703

969.4万人

都 道 府 県
中 央 会

（都道府県レベル）
農協系統組織図

（全国レベル）

全　中

全　農

農 林 中 金

全 厚 連

全 共 連

信　連

厚 生 連

（出所）総合農協統計表10年版、農業協同組合新聞13年
4月25日、JA全中HP

（注）（）内の数字は12年12月現在

（47）

（8）

（35）

（35）
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連
、
全
農
は
、
経
済
事
業
を
行
う
組
織
で

あ
る
。

　

信
連
、
農
林
中
金
の
J
A
バ
ン
ク
は
90

兆
円
の
預
金
量
を
持
つ
が
、
衰
退
し
て
い

る
農
業
へ
の
融
資
は
そ
の
1
％
程
度
に
す

ぎ
ず
、
3
割
程
度
を
准
組
合
員
へ
の
住
宅

ロ
ー
ン
や
元
農
家
へ
の
ア
パ
ー
ト
建
設
資

金
な
ど
へ
融
資
し
て
い
る
。
残
り
の
資
金

は
、
日
本
最
大
級
の
機
関
投
資
家
で
あ
る

農
林
中
金
が
、
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
な

ど
で
運
用
し
て
大
き
な
利
益
を
得
て
い
る
。

全
国
の
J
A
グ
ル
ー
プ
の
支
店
網
か
ら
預

金
が
集
ま
る
見
返
り
と
し
て
、
農
林
中
金

は
J
A
グ
ル
ー
プ
に
毎
年
3
0
0
0
億
円

ほ
ど
の
利
益
を
還
元
し
て
い
る
。
ロ
ッ
ト

の
小
さ
い
零
細
な
兼
業
農
家
中
心
の
経
済

事
業
は
毎
年
赤
字
を
計
上
し
て
お
り
、

J
A
グ
ル
ー
プ
の
経
営
面
を
支
え
て
い
る

の
は
、
J
A
バ
ン
ク
で
あ
る
。

　

全
共
連
（
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連

合
会
）
は
、
生
命
保
険
、
損
害
保
険
の
業

務
を
行
う
組
織
で
あ
り
、
機
能
は
民
間
の

保
険
会
社
と
異
な
ら
な
い
。

　

J
A
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
は
、「
系
統
」

農
協
と
い
う
耳
慣
れ
な
い
言
葉
が
あ
る
よ

う
に
、
全
国
組
織
、
都
道
府
県
組
織
、
単

協
と
い
う
序
列
の
上
意
下
達
の
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
型
組
織
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

原
則
と
し
て
、
農
産
物
は
、
農
家
→
単
協

→
経
済
連
→
全
農
と
い
う
ル
ー
ト
で
販
売

さ
れ
、
肥
料
や
農
薬
は
、
そ
の
逆
の
ル
ー

ト
で
農
家
に
販
売
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、「
系
統
」
生
協
と
い
う
言
葉
は
な
い
。

下
（
現
場
）
か
ら
の
運
動
と
い
う
協
同
組

合
の
性
格
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
ヒ
エ
ラ
ル

キ
ー
的
な
関
係
が
な
い
の
は
、
当
然
だ
ろ

う
。
協
同
組
合
の
原
則
は
、
利
用
者
で
あ

る
組
合
員
が
組
合
を
管
理
す
る
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
単
協
は
組
合
員
で

は
な
く
、
連
合
会
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て

い
る
。

規
制
改
革
会
議
の
改
革
案

　

食
糧
管
理
法
は
1
9
9
5
年
に
廃
止
さ

れ
、
農
地
法
も
た
び
た
び
修
正
さ
れ
、
限

定
的
な
が
ら
株
式
会
社
の
農
業
参
入
も
認

め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
と
並

び
戦
後
農
政
の
柱
だ
っ
た
農
協
に
つ
い
て

は
、
こ
の
60
年
間
、
政
府
の
機
関
が
改
革

を
検
討
す
る
こ
と
さ
え
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

5
月
22
日
政
府
規
制
改
革
会
議
が
ま
と
め

た
農
協
改
革
案
は
、
戦
後
ま
も
な
く
の
農

協
法
制
定
以
来
の
本
格
的
な
提
案
だ
っ
た
。

　

第
一
に
、
農
協
は
兼
業
農
家
を
維
持
す

る
た
め
農
業
の
構
造
改
革
に
反
対
し
て
き

た
。
そ
の
政
治
活
動
の
中
心
だ
っ
た
全
中

に
関
す
る
規
定
を
、
農
協
法
か
ら
削
除
す

る
。
全
中
は
系
統
農
協
な
ど
か
ら
毎
年
80

億
円
の
賦
課
金
を
徴
収
し
て
き
た
。
農
協

法
の
後
ろ
盾
が
な
く
な
れ
ば
、
全
中
は
強

制
的
に
賦
課
金
を
徴
収
し
て
政
治
活
動
を

行
う
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。

　

第
二
に
、
全
農
の
株
式
会
社
化
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
協
同
組
合
性
を
否
定
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
農
業
に
は
、
農

協
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
高
コ
ス
ト
体
質
が

あ
る
。
肥
料
・
農
薬
、
農
業
機
械
の
価
格

は
米
国
の
2
倍
で
あ
る
。
全
農
を
中
心
と

し
た
農
協
は
、
肥
料
で
8
割
、
農
薬
・
農

業
機
械
で
6
割
の
シ
ェ
ア
を
も
つ
巨
大
な

企
業
体
で
あ
る
。
し
か
し
、
協
同
組
合
と

い
う
理
由
で
、
全
農
に
は
独
占
禁
止
法
が

適
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
し
、
一
般
の
法

人
が
25
・
5
％
な
の
に
19
%
と
い
う
安
い

法
人
税
、固
定
資
産
税
の
免
除
な
ど
、様
々

な
優
遇
措
置
が
認
め
ら
れ
て
き
た
。

　

本
来
、
農
協
は
農
家
が
安
く
資
材
を
購

入
す
る
た
め
に
作
っ
た
組
織
だ
っ
た
の
だ

が
、
独
占
禁
止
法
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と

で
、
高
い
資
材
価
格
を
農
家
に
押
し
付
け
、

最
終
的
に
は
高
い
食
料
品
価
格
を
消
費
者

に
押
し
付
け
て
き
た
。
様
々
な
優
遇
措
置

が
な
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
農
が
一

般
の
企
業
と
同
じ
条
件
で
競
争
す
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
資
材
価
格
や
食
料
品
価
格
が

低
下
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

第
三
は
、
信
用
・
共
済
事
業
に
つ
い
て
、

単
協
を
農
林
中
金
や
共
済
連
合
会
の
代
理

店
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
代
理

店
と
し
て
の
報
酬
は
受
け
る
の
で
、
現
状

か
ら
大
き
な
変
更
は
な
い
が
、
形
式
的
に

は
、
単
協
か
ら
信
用
・
共
済
事
業
を
分
離

す
る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
、
準
組
合
員

の
利
用
を
正
組
合
員
の
半
分
以
下
に
抑
え

る
こ
と
も
打
ち
出
し
た

　

全
中
会
長
は
、
規
制
改
革
会
議
の
提
案

に
対
し
て
、「
組
織
の
理
念
や
組
合
員
の

意
思
、
経
営
・
事
業
の
実
態
と
懸
け
離
れ

た
内
容
だ
」
と
非
難
し
た
。
し
か
し
、
農

協
は
協
同
組
合
原
則
を
無
視
し
て
い
る
。

農
家
ら
し
い
農
家
は
農
協
か
ら
離
れ
て
い

る
。
筆
者
の
「
農
協
解
体
」（
宝
島
社
）

と
い
う
著
書
を
読
ん
だ
見
知
ら
ぬ
農
家
か

ら
、
よ
く
ぞ
言
っ
て
く
れ
た
と
い
う
激
励

の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
る
。
全
農
の
株
式
会

社
化
は
、
子
会
社
化
を
進
め
て
き
た
農
協

の
「
経
営
・
事
業
の
実
態
」
そ
の
も
の
で

は
な
い
か
。

　

全
中
に
よ
る
農
協
の
経
営
指
導
や
監
査

が
役
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う

し
て
農
協
職
員
に
よ
る
横
領
な
ど
の
不
祥

事
が
絶
え
な
い
の
か
？ 

全
中
に
よ
る
監

査
は
農
協
を
全
中
の
意
向
に
従
わ
せ
る
効

果
を
持
っ
て
な
い
の
か
？

　

な
ぜ
全
農
を
通
じ
る
と
資
材
価
格
が
高

く
な
る
の
か
？ 

豊
作
が
見
込
ま
れ
た
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2
0
0
7
年
に
農
家
へ
の
仮
渡
金
を
1
万

2
0
0
0
円
か
ら
一
気
に
7
0
0
0
円
に

引
き
下
げ
、
コ
メ
を
引
き
取
ら
な
い
と
い

う
意
思
表
示
を
し
た
全
農
は
、
農
家
の
た

め
に
行
動
し
て
い
る
の
か
？ 

株
式
会
社

化
す
れ
ば
で
き
な
く
な
る
と
農
協
が
主
張

す
る
共
同
販
売
・
購
入
に
つ
い
て
も
、
全

農
が
株
式
会
社
化
さ
れ
る
だ
け
で
、
依
然

と
し
て
協
同
組
合
で
あ
る
単
協
に
は
、
独

占
禁
止
法
は
適
用
さ
れ
な
い
。
し
か
も
、

生
活
資
材
の
共
同
購
入
を
行
っ
て
い
る
A

コ
ー
プ
は
株
式
会
社
で
は
な
い
の
か
？

　

農
協
の
意
向
を
忖そ

ん

度た
く

せ
ざ
る
を
得
な
い

自
民
党
に
よ
っ
て
、
6
月
に
出
さ
れ
た
規

制
改
革
会
議
の
答
申
は
、
5
月
の
改
革
案

が
骨
抜
き
さ
れ
た
文
書
と
な
っ
た
。
全
中

は
新
た
な
制
度
に
移
行
す
る
が
、「
農
協

系
統
組
織
で
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
結
論

を
得
る
」。
全
農
の
株
式
会
社
化
も
、「
独

占
禁
止
法
の
適
用
除
外
が
な
く
な
る
こ
と

に
よ
る
問
題
の
有
無
な
ど
を
精
査
し
、
問

題
が
な
い
場
合
に
は
」
と
い
う
条
件
付
き

で
、「
株
式
会
社
化
を
前
向
き
に
検
討
す

る
よ
う
促
す
」。
判
断
す
る
の
は
全
農
で

あ
る
。
準
組
合
員
に
つ
い
て
は
、「
正
組

合
員
の
事
業
利
用
と
の
関
係
で
一
定
の
ル

ー
ル
を
導
入
す
る
方
向
で
検
討
す
る
」
と

ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た
。

　

農
協
は
、
民
間
組
織
で
あ
る
農
協
に
国

が
関
与
す
る
の
は
お
か
し
い
と
反
論
し
た
。

規
制
改
革
会
議
の
答
申
が
判
断
す
る
主
体

を
農
協
と
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
を
反
映

し
た
も
の
だ
。
し
か
し
、
銀
行
は
他
の
業

務
の
兼
業
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
し
、
生
命

保
険
会
社
は
損
害
保
険
業
務
が
で
き
な
い
。

農
産
物
販
売
か
ら
葬
祭
事
業
、
銀
行
、
生

命
保
険
、
損
害
保
険
、
全
て
の
業
務
が
可

能
な
法
人
は
、
日
本
国
内
で
農
協
し
か
な

い
。
会
社
法
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
て
い
る

銀
行
は
、
規
制
法
で
あ
る
銀
行
法
が
な
く

て
も
困
ら
な
い
し
、
今
以
上
に
自
由
に
活

動
で
き
る
。
し
か
し
、
農
協
法
が
な
く
な

れ
ば
、
農
協
は
存
続
さ
え
で
き
な
い
。
広

範
で
強
大
な
特
別
の
権
能
を
認
め
て
い
る

農
協
法
は
、
戦
後
の
食
糧
難
時
代
に
コ
メ

を
政
府
に
集
荷
す
る
た
め
に
、
農
林
省
が

G
H
Q
と
交
渉
し
て
作
っ
た
法
律
で
あ
っ

て
、
農
協
が
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
今

の
時
代
の
農
協
法
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

国
民
が
議
論
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

　

農
協
を
改
革
で
き
れ
ば
、
減
反
廃
止
な

ど
農
業
の
構
造
改
革
も
進
む
。
し
か
し
、

60
年
間
手
を
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
農
協
改

革
が
簡
単
に
実
現
で
き
る
は
ず
が
な
い
。

10
年
く
ら
い
か
け
て
、
国
民
が
農
協
に
挑

戦
し
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
や
っ
と
実

現
で
き
る
よ
う
な
難
題
で
あ
る
。
農
協
・

農
業
改
革
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。


